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生徒指導主任 厚地 英人

２学期が始まり早くも一か月が過ぎました。相変わらずコロナ禍で、マスク、手指消
毒やソーシャルディスタンス、様々な制約があります。皆さんは本当に良く頑張ってい
ます。できない中で新しい環境に順応していく皆さんの逞しさに日々感心させられま
す。
『しかし、今までに比べたら・・・』

そんな声も聞こえてきたりします。こんな話ばかりしていると『僕たちはなんてついていないんだ』
ということになります。しかし、歴史を振り返った時にこんな事実があります。
実は悪いと言われる年に様々なヒット商品が生まれているという事実があります。
それは、なぜか。
今回は経営の神様のお話を紹介したいと思います。

ある経営者の話

「悪い年というものは、われわれにものを考えさせる年である。また、平生（へいぜい）考えられなかったことを考える
ことができる年である。非常に悪い年は、同時に心の改革が行われ、それが将来の発展の基礎になる。悪い年は必
ずしも悲観する年ではない。新たに出発するところのめでたい年である。むしろこういうときにこそ、すべてにおいて、
ものの考え方を変えて、いままで考えつかなかったものも、考えつくことができる」とする。

自書のなかでは、次のように語る。

「広い世間や長い人生には、困難なこと、難儀なこと、苦しいこと、つらいこと、いろいろある。そんなときにどう考え
るか、どう処置するか。それによって、その人の幸不幸、飛躍か後退かが決まると言える。困ったことだ、どうしようも
ないと考えだせば、心がしだいに狭くなり、せっかくの出る知恵も出なくなる」とし、「困難を困難とせず、思いを新たに、
決意を固く歩めば、困難がかえって飛躍の土台石となる。要は考え方である。決意である。困っても、困らないことで
ある」

みなさんどうでしたか。コロナ禍で大変な中だからこそできること、身に付く力がありそうですね。

第３学年の修学旅行について

日 時 令和３年 10月 22日（金）～ 24日（日）
方 面 広島県・岡山県方面
代休日 令和３年 10 月 18 日（月）及び 10 月 25 日（月）とします

今後の予定 （コロナ感染状況により変更する場合があります）

１０月 ２日（土）・３日（日） 綴喜新人大会・・・中止
１０月 ５日（火） テスト週間
１０月１２日（火）１３日（水） 中間テスト(弁当不要)
１０月１６日（土）山城駅伝大会
１０月１８日（月）３年生代休
１０月２０日（水）京都府学力診断テスト（２年生）
１０月２２日（金）～２４日（日） ３年生修学旅行（広島・岡山方面）
１０月２５日（月）３年生代休
１０月２８日（木）体育大会

（２９日予備日）

コロナ感染症対策（３密を避ける、マスクの着用、手洗いの励行、検温など）を
しっかりと行い、充実した学校生活を送りましょう。

今年度も体育大会は学年ごとに開催し、３年生の保護者

の方以外の入場はできません。詳細は後日お知らせします。

10/5 から下校時間は 17 時 00 分
になります


